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(57)【要約】
【課題】効率的な無線基地局の消費電力制御を行う無線
通信システム、無線基地局及び電源制御方法を提供する
。
【解決手段】無線基地局ｅＮＢ１０－１は、自局である
無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを複数段階
のレベルの何れか設定し、当該消費電力レベルを示す消
費電力レベル情報メッセージを、無線基地局ｅＮＢ１０
－２へ送信する。一方、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、
消費電力レベル情報メッセージを受信し、記憶する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１無線基地局及び第２無線基地局からなる無線通信システムであって、
　前記第１無線基地局は、
　前記第１無線基地局の消費電力を複数段階のレベルの何れかに設定する制御を行う制御
部と、
　前記制御部により設定された前記第１無線基地局の消費電力のレベルに関するレベル情
報を前記第２無線基地局へ送信する第１送信部と
　を備え、
　前記第２無線基地局は、
　前記第１無線基地局からの前記レベル情報を受信する第１受信部と、
　前記第１受信部により受信された前記レベル情報を記憶する記憶部と
　を備える無線通信システム。
【請求項２】
　前記第２無線基地局は、
　前記第１無線基地局の消費電力のレベルを変更させる指示に関するレベル指示情報を前
記第１無線基地局へ送信する第２送信部を備え、
　前記第１無線基地局は、
　前記第２無線基地局からの前記レベル指示情報を受信する第２受信部を備える請求項１
に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記第２無線基地局は、
　前記第２無線基地局に接続し、且つ、前記第１無線基地局から所定範囲内に存在する無
線端末の数に応じて、前記第１無線基地局の消費電力のレベルを変更する変更部を備える
請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記第２送信部は、前記第１無線基地局に対して要求する消費電力のレベルに応じた回
数だけ、前記レベル指示情報を送信する請求項２又は３に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記第２送信部は、前記第１無線基地局に対して要求する消費電力のレベルの情報を含
んだ前記レベル指示情報を送信する請求項２又は３に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　他の無線基地局とともに無線通信システムを構成する無線基地局における消費電力制御
方法であって、
　前記無線基地局が、自局の消費電力を複数段階のレベルの何れかに設定するステップと
、
　前記無線基地局が、設定された前記無線基地局の消費電力のレベルに関するレベル情報
を前記他の無線基地局へ送信する送信部と
　を備える無線基地局。
【請求項７】
　他の無線基地局とともに無線通信システムを構成する無線基地局であって、
　前記他の無線基地局からのレベル情報を受信する受信部と、
　前記受信部により受信された前記レベル情報を記憶する記憶部と
　を備え、
　前記レベル情報は、前記他の無線基地局の消費電力のレベルに関する情報である無線基
地局。
【請求項８】
　第１無線基地局及び第２無線基地局からなる無線通信システムにおける消費電力制御方
法であって、
　前記第１無線基地局が、前記第１無線基地局の消費電力を複数段階のレベルの何れかに
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設定するステップと、
　前記第１無線基地局が、設定された前記第１無線基地局の消費電力のレベルに関するレ
ベル情報を前記第２無線基地局へ送信するステップと、
　前記第２無線基地局が、前記第１無線基地局からの前記レベル情報を受信するステップ
と、
　前記第２無線基地局が、受信された前記レベル情報を記憶するステップと
　を備える消費電力制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術に関し、特にＳＯＮを適用した無線通信システム、無線基地局
、及び消費電力制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムの標準化団体である３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project
）で標準化されているＬＴＥ（Long Term Evolution）では、ＳＯＮ（Self Organizing N
etwork）と称される技術が採用されている。ＳＯＮによれば、無線基地局の設置や保守の
際に、人手によるフィールドでの測定や設定を要さずに自動化できることが期待される（
例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　ＳＯＮにおいては、無線基地局（３ＧＰＰにおいて「ｅＮＢ」と称される）の電源のオ
ンオフを制御することにより、消費電力を抑制する手法が提案されている。このような手
法は、エナジーセービング（Energy Savings）と称される。エナジーセービングにおいて
、無線基地局ｅＮＢは、自局の電源がオンになる場合には、その旨を他の無線基地局ｅＮ
Ｂに通知する。また、無線基地局ｅＮＢは、他の無線基地局ｅＮＢの電源をオンにさせる
場合には、その旨を当該他の無線基地局ｅＮＢに通知する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP TR 36.902 V9.1.0 March, 2010.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述したエナジーセービングの手法では、無線基地局ｅＮＢの電源がオ
ンである場合においても、可能な限り消費電力を抑制し、効率化を図りたいとの要求に応
じることができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、効率的な無線基地局の消費電力制御を行う無線通信システム、無線
基地局及び消費電力制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明は以下のような特徴を有している。本発明の特
徴は、第１無線基地局（無線基地局ｅＮＢ１０－１）及び第２無線基地局（無線基地局ｅ
ＮＢ１０－２）からなる無線通信システム（無線通信システム１）であって、前記第１無
線基地局は、前記第１無線基地局の消費電力を複数段階のレベルの何れかに設定する制御
を行う制御部（消費電力レベル設定部１２１）と、前記制御部により設定された前記第１
無線基地局の消費電力のレベルに関するレベル情報を前記第２無線基地局へ送信する第１
送信部（Ｘ２インタフェース通信部１４０）とを備え、前記第２無線基地局は、前記第１
無線基地局からの前記レベル情報を受信する第１受信部（Ｘ２インタフェース通信部１９
０）と、前記第１受信部により受信された前記レベル情報を記憶する記憶部（記憶部２３
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０）とを備えることを要旨とする。
【０００８】
　このような特徴によれば、第１無線基地局が自局の消費電力を複数段階のレベルに設定
することにより、当該第１無線基地局の動作時において単に電源をオンにする場合と比較
して、消費電力を段階的に抑制することができ、効率的な無線基地局の消費電力制御が可
能となる。また、第２無線基地局は、第１無線基地局の消費電力のレベルに関するレベル
情報を受信することにより、当該第１無線基地局の消費電力のレベルを認識でき、当該第
１無線基地局の消費電力のレベルに基づいて、自局の消費電力を段階的に制御することが
可能となり、この点においても、効率的な無線基地局の消費電力制御が可能となる。
【０００９】
　本発明の特徴は、前記第２無線基地局は、前記第１無線基地局の消費電力のレベルを変
更させる指示に関するレベル指示情報を前記第１無線基地局へ送信する第２送信部（Ｘ２
インタフェース通信部１９０）を備え、前記第１無線基地局は、前記第２無線基地局から
の前記レベル指示情報を受信する第２受信部（Ｘ２インタフェース通信部１４０）を備え
ることを要旨とする。
【００１０】
　本発明の特徴は、前記第２無線基地局は、前記第２無線基地局に接続し、且つ、前記第
１無線基地局から所定範囲内に存在する無線端末の数に応じて、前記第１無線基地局の消
費電力のレベルを変更する変更部（他局消費電力レベル変更部２２３）を備えることを要
旨とする。
【００１１】
　本発明の特徴は、前記第２送信部は、前記第１無線基地局に対して要求する消費電力の
レベルに応じた回数だけ、前記レベル指示情報を送信することを要旨とする。
【００１２】
　本発明の特徴は、前記第２送信部は、前記第１無線基地局に対して要求する消費電力の
レベルの情報を含んだ前記レベル指示情報を送信することを要旨とする。
【００１３】
　本発明の特徴は、他の無線基地局とともに無線通信システムを構成する無線基地局にお
ける消費電力制御方法であって、前記無線基地局が、自局の消費電力を複数段階のレベル
の何れかに設定するステップと、前記無線基地局が、設定された前記無線基地局の消費電
力のレベルに関するレベル情報を前記他の無線基地局へ送信する送信部とを備えることを
要旨とする。
【００１４】
　本発明の特徴は、他の無線基地局とともに無線通信システムを構成する無線基地局であ
って、前記他の無線基地局からのレベル情報を受信する受信部と、前記受信部により受信
された前記レベル情報を記憶する記憶部とを備え、前記レベル情報は、前記他の無線基地
局の消費電力のレベルに関する情報であることを要旨とする。
【００１５】
　本発明の特徴は、第１無線基地局及び第２無線基地局からなる無線通信システムにおけ
る消費電力制御方法であって、前記第１無線基地局が、前記第１無線基地局の消費電力を
複数段階のレベルの何れかに設定するステップと、前記第１無線基地局が、設定された前
記第１無線基地局の消費電力のレベルに関するレベル情報を前記第２無線基地局へ送信す
るステップと、前記第２無線基地局が、前記第１無線基地局からの前記レベル情報を受信
するステップと、前記第２無線基地局が、受信された前記レベル情報を記憶するステップ
とを備えることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、効率的な無線基地局の消費電力制御を行う無線通信システム、無線基
地局及び電源制御方法を提供できる。
【図面の簡単な説明】
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【００１７】
【図１】ＬＴＥシステムの概要を説明するための図である。
【図２】本発明の実施形態に係る無線通信システムの概略構成図である。
【図３】本発明の実施形態に係る無線基地局の第１の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る無線基地局の第２の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態に係る無線通信システムの動作を示す動作シーケンス図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。具体的には、（１）ＬＴＥシス
テムの概要、（２）無線通信システムの構成、（３）無線基地局の構成、（４）無線通信
システムの動作、（５）作用・効果、（６）その他の実施形態について説明する。以下の
実施形態における図面の記載において、同一又は類似の部分には同一又は類似の符号を付
している。
【００１９】
　（１）ＬＴＥシステムの概要
　図１は、ＬＴＥシステムの概要を説明するための図である。図１に示すように、複数の
無線基地局ｅＮＢはＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-UMTS Terrestrial Radio Access　Network
）を構成する。複数の無線基地局ｅＮＢのそれぞれは、電波の到達範囲であるセルを形成
する。
【００２０】
　無線端末ＵＥは、ユーザが所持する無線通信装置であり、ユーザ装置とも称される。無
線端末ＵＥは、無線基地局ｅＮＢから受信する無線信号の品質（すなわち、無線品質）を
測定し、無線品質の測定結果の報告（以下、測定結果報告）を接続先の無線基地局ｅＮＢ
に送信する。
【００２１】
　このような無線品質としては、参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ）や、信号対干渉雑音比
（ＳＩＮＲ）等がある。ＲＳＲＰに係る測定結果報告はメジャメントレポートと称され、
ＳＩＮＲのインデックスに係る測定結果報告はＣＱＩ（Channel Quality Indicator）と
称される。
【００２２】
　また、無線端末ＵＥの接続先の無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥから受信するＣＱＩ
に基づいて、無線リソースの割り当て単位であるリソースブロックを無線端末ＵＥに割り
当てる。更に、無線端末ＵＥの接続先の無線基地局ｅＮＢは、無線端末ＵＥから受信する
ＣＱＩに基づいて、無線端末ＵＥとの無線通信に使用する変調クラスを決定する。変調ク
ラスとは、変調多値数と符号化率との組み合わせである。
【００２３】
　各無線基地局ｅＮＢは、基地局間通信を提供する論理的な通信路であるＸ２インターフ
ェースを介して互いに通信可能である。複数の無線基地局ｅＮＢのそれぞれは、Ｓ１イン
ターフェースを介して、ＥＰＣ（Evolved Packet Core）、具体的には、ＭＭＥ（Mobilit
y Management Entity）／Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）と通信可能である。
【００２４】
　（２）無線通信システムの構成
　図２に示すように、無線通信システム１は、セルＣ２０－１を形成する無線基地局ｅＮ
Ｂ１０－１と、セルＣ２０－２を形成する無線基地局ｅＮＢ１０－２とを有する。また、
無線通信システム１は、セルＣ２０－１内の無線端末ＵＥ３０－１と、セルＣ２０－２内
の無線端末ＵＥ３０－２とを有する。
【００２５】
　本実施形態では、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力が大きいほど、当該無線基地局
ｅＮＢ１０－１の送信電力が大きくなり、セルＣ２０－１が広くなる。同様に、無線基地
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局ｅＮＢ１０－２の消費電力が大きいほど、当該無線基地局ｅＮＢ１０－２の送信電力が
大きくなり、セルＣ２０－２が広くなる。
【００２６】
　無線基地局ｅＮＢ１０－１は、セルＣ２０－１内の無線端末ＵＥ３０－１と無線通信を
行い、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、セルＣ２０－２内の無線端末ＵＥ３０－２と無線通
信を行う。
【００２７】
　無線基地局ｅＮＢ１０－１と無線基地局ｅＮＢ１０－２とは、上述したＸ２インタフェ
ースを使用して基地局間通信を行うことができる。
【００２８】
　なお、図２では、無線端末ＵＥ３０－１及び無線端末ＵＥ３０－２のそれぞれを１つの
み図示しているが、実際には、無線端末ＵＥ３０－１及び無線端末ＵＥ３０－２のそれぞ
れは複数であるものとする。本実施形態において、無線基地局ｅＮＢ１０－１は第１無線
基地局に相当し、無線基地局ｅＮＢ１０－２は第２無線基地局に相当する。
【００２９】
　（３）無線基地局の構成
　次に、無線基地局ｅＮＢ１０－１の構成を説明する。図３は、本実施形態に係る無線基
地局ｅＮＢ１０－１の構成を示すブロック図である。
【００３０】
　図３に示すように、無線基地局ｅＮＢ１０－１は、アンテナ１０１、無線通信部１１０
、制御部１２０、記憶部１３０、及びＸ２インタフェース通信部１４０を有する。
【００３１】
　アンテナ１０１は、無線信号の送受信に用いられる。無線通信部１１０は、例えば無線
周波数（ＲＦ）回路やベースバンド（ＢＢ）回路等を用いて構成され、アンテナ１０１を
介して無線端末ＵＥ３０－１と無線信号の送受信を行う。また、無線通信部１１０は、送
信信号の変調と受信信号の復調とを行う。
【００３２】
　制御部１２０は、例えばＣＰＵを用いて構成され、無線基地局ｅＮＢ１０－１が備える
各種の機能を制御する。記憶部１３０は、例えばメモリを用いて構成され、無線基地局ｅ
ＮＢ１０－１の制御等に用いられる各種の情報を記憶する。Ｘ２インタフェース通信部１
４０は、Ｘ２インタフェースを使用して無線基地局ｅＮＢ１０－２との基地局間通信を行
う。
【００３３】
　制御部１２０は、消費電力レベル設定部１２１及び電源制御部１２２を有する。
【００３４】
　消費電力レベル設定部１２１は、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力を複
数段階のレベルの何れかに設定する。ここで、消費電力レベル設定部１２１は、様々な状
態を契機として消費電力のレベルを設定できる。例えば、作業者が図示しない操作部に対
して、消費電力の設定のための操作をした場合、消費電力レベル設定部１２１は、操作部
からの操作信号に基づいて、消費電力のレベルを設定する。また、外部のＭＭＥが消費電
力レベルの情報を送信した場合、消費電力レベル設定部１２１は、受信した消費電力レベ
ルの情報に基づいて、消費電力のレベルを設定する。また、消費電力レベル設定部１２１
は、無線基地局ｅＮＢ１０－１に接続している無線端末ＵＥ３０－１の数を検出し、当該
無線端末ＵＥ３０－１の数が多いほど、消費電力が大きくなるように、消費電力のレベル
を設定する。
【００３５】
　消費電力レベル設定部１２１は、設定した消費電力レベルの情報を含んだメッセージ（
消費電力レベル情報メッセージ）をＸ２インタフェース通信部１４０へ出力する。Ｘ２イ
ンタフェース通信部１４０は、入力された消費電力レベル情報メッセージを、Ｘ２インタ
フェースを介して、無線基地局ｅＮＢ１０－２へ送信する。
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【００３６】
　その後、Ｘ２インタフェース通信部１４０は、後述する無線基地局ｅＮＢ１０－２から
の消費電力レベルの上昇指示の情報のメッセージ（消費電力レベル指示情報メッセージ）
を、Ｘ２インタフェースを介して受信する場合がある。この場合、Ｘ２インタフェース通
信部１４０は、受信した消費電力レベル指示情報メッセージを制御部１２０へ出力する。
【００３７】
　消費電力レベル設定部１２１は、消費電力レベルを、入力された消費電力レベル指示情
報メッセージで示される消費電力レベルに上昇させる。あるいは、消費電力レベル設定部
１２１は、消費電力レベル指示情報メッセージの入力回数（受信回数）に応じた消費電力
レベルに上昇させる。
【００３８】
　電源制御部１２２は、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－１の電源を制御することによ
り、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力を、消費電力レベル設定部１２１により設定さ
れた消費電力レベルに制御する。
【００３９】
　次に、無線基地局ｅＮＢ１０－２の構成を説明する。図４は、本実施形態に係る無線基
地局ｅＮＢ１０－２の構成を示すブロック図である。
【００４０】
　図４に示すように、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、アンテナ２０１、無線通信部２１０
、制御部２２０、記憶部２３０、及びＸ２インタフェース通信部２４０を有する。
【００４１】
　アンテナ２０１は、無線信号の送受信に用いられる。無線通信部２１０は、例えば無線
周波数（ＲＦ）回路やベースバンド（ＢＢ）回路等を用いて構成され、アンテナ２０１を
介して無線端末ＵＥ３０－２と無線信号の送受信を行う。また、無線通信部２１０は、送
信信号の変調と受信信号の復調とを行う。
【００４２】
　制御部２２０は、例えばＣＰＵを用いて構成され、無線基地局ｅＮＢ１０－２が備える
各種の機能を制御する。記憶部２３０は、例えばメモリを用いて構成され、無線基地局ｅ
ＮＢ１０－２の制御等に用いられる各種の情報を記憶する。Ｘ２インタフェース通信部２
４０は、Ｘ２インタフェースを使用して無線基地局ｅＮＢ１０－１との基地局間通信を行
う。
【００４３】
　制御部２２０は、電源制御部２２１、無線端末数検出部２２２及び他局消費電力レベル
変更部２２３を有する。
【００４４】
　Ｘ２インタフェース通信部２４０は、無線基地局ｅＮＢ１０－１からの消費電力レベル
情報メッセージを、Ｘ２インタフェースを介して受信する。更に、Ｘ２インタフェース通
信部２４０は、消費電力レベル情報メッセージを制御部２２０へ出力する。制御部２２０
は、入力される消費電力レベル情報メッセージを記憶部２３０に記憶させる。
【００４５】
　電源制御部２２１は、記憶部２３０に記憶された消費電力レベル情報メッセージによっ
て示される、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを認識する。更に、電源制御部
２２１は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルに基づいて、自局である無線基地
局ｅＮＢ１０－２の電源を制御することにより、無線基地局ｅＮＢ１０－２の消費電力を
最適な値に制御する。ここで、セルＣ２０－１の大きさは、無線基地局ｅＮＢ１０－１の
消費電力レベルによって一意に定まる。セルＣ２０－２の大きさは、不感地帯を生じさせ
ないように定める必要がある。最適な値とは、不感地帯を生じさせない大きさのセルＣ２
０－２の形成に必要となる、無線基地局ｅＮＢ１０－２の消費電力を意味する。
【００４６】
　その後、無線基地局ｅＮＢ１０－２の消費電力を抑制したい事態が生じた場合、例えば
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、無線基地局ｅＮＢ１０－２のメンテナンスを行うために、一時的に無線基地局ｅＮＢ１
０－２を縮退運転させる必要が生じた場合等には、以下の処理が行われる。
【００４７】
　無線端末数検出部２２２は、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－２に接続している無線
端末ＵＥ３０－２から送信されるメジャメントレポートを、アンテナ２０１及び無線通信
部２１０を介して受信する。
【００４８】
　無線端末数検出部２２２は、メジャメントレポートに基づいて、無線基地局ｅＮＢ１０
－２に接続し、且つ、無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定範囲内に存在する無線端末ＵＥ
３０－２の数を検出する。
【００４９】
　具体的には、無線端末数検出部２２２は、無線端末ＵＥ３０－２からのメジャメントレ
ポートに含まれる参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ）のうち、無線基地局ｅＮＢ１０－１か
らの参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ）を抽出する。更に、無線端末数検出部２２２は、無
線基地局ｅＮＢ１０－１からの参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ）が所定値以上である場合
に、対応するメジャメントレポートの送信元である無線端末ＵＥ３０－２を、無線基地局
ｅＮＢ１０－２に接続し、且つ、無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定範囲内に存在する無
線端末ＵＥ３０－２として特定し、当該無線端末ＵＥ３０－２の数を求める。ここで、所
定値は、例えば、セルＣ２０－２の外縁部のうち、無線基地局ｅＮＢ１０－１の方向の領
域において想定される、無線基地局ｅＮＢ１０－１からの参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ
）である。
【００５０】
　他局消費電力レベル変更部２２３は、無線端末数検出部２２２によって検出された無線
端末ＵＥ３０－２の数（以下、検出無線端末数）が予め定められた閾値以上であるか否か
を判定する。
【００５１】
　検出無線端末数が閾値以上である場合、他局消費電力レベル変更部２２３は、無線基地
局ｅＮＢ１０－１からの消費電力レベル情報メッセージによって示される、無線基地局ｅ
ＮＢ１０－１の消費電力レベルが複数段階のレベルのうちの最大のレベルであるか否かを
判定する。ここで、最大レベルの情報は、予め記憶部２３０に記憶されている。
【００５２】
　無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルが最大のレベルではない場合、　他局消費
電力レベル変更部２２３は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを所定の段階だ
け上昇させるように変更する。具体的には、他局消費電力レベル変更部２２３は、検出無
線端末数が多いほど、上昇の度合が大きくなるように、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費
電力レベルを上昇させる。但し、他局消費電力レベル変更部２２３は、上昇後の無線基地
局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルが上述した最大レベルを超えないようにする。
【００５３】
　他局消費電力レベル変更部２２３は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の上昇後の消費電力レ
ベルを含んだメッセージ（消費電力レベル指示情報メッセージ）を生成する。更に、他局
消費電力レベル変更部２２３は、消費電力レベル指示情報メッセージをＸ２インタフェー
ス通信部２４０へ出力する。Ｘ２インタフェース通信部２４０は、入力された消費電力レ
ベル指示情報メッセージを、Ｘ２インタフェースを介して無線基地局ｅＮＢ１０－１へ送
信する。
【００５４】
　あるいは、他局消費電力レベル変更部２２３は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の上昇後の
消費電力レベルに応じた回数だけ、消費電力レベル指示情報メッセージをＸ２インタフェ
ース通信部２４０へ出力する。無線基地局ｅＮＢ１０－１の上昇後の消費電力レベルが大
きいほど、消費電力レベル指示情報メッセージの出力回数は多くなる。Ｘ２インタフェー
ス通信部２４０は、消費電力レベル指示情報メッセージが入力される毎、当該消費電力レ
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ベル指示情報メッセージを、Ｘ２インタフェースを介して、無線基地局ｅＮＢ１０－２へ
送信する。
【００５５】
　（４）無線通信システムの動作
　図５は、本実施形態に係る無線通信システム１の動作を示す動作シーケンス図である。
【００５６】
　ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベル設定部１２１
は、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力を複数段階のレベルの何れかに設定
する。
【００５７】
　ステップＳ１０２において、無線基地局ｅＮＢ１０－１のＸ２インタフェース通信部１
４０は、設定した消費電力レベルの情報のメッセージ（消費電力レベル情報メッセージ）
を、Ｘ２インタフェースを介して、無線基地局ｅＮＢ１０－２へ送信する。無線基地局ｅ
ＮＢ１０－２のＸ２インタフェース通信部２４０は、消費電力レベル情報メッセージを受
信する。
【００５８】
　ステップＳ１０３において、無線基地局ｅＮＢ１０－１の制御部２２０は、消費電力レ
ベル情報メッセージを記憶部２３０に記憶させる。
【００５９】
　ステップＳ１０４において、無線基地局ｅＮＢ１０－１の電源制御部１２２は、電源を
制御することにより、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力を、ステップＳ１０１におい
て設定された消費電力レベルに制御する。
【００６０】
　ステップＳ１０５において、無線基地局ｅＮＢ１０－２の電源制御部２２１は、記憶部
２３０に記憶された消費電力レベル情報メッセージによって示される、無線基地局ｅＮＢ
１０－１の消費電力レベルに基づいて、電源を制御することにより、無線基地局ｅＮＢ１
０－２の消費電力を制御する。
【００６１】
　その後、ステップＳ１０６において、無線基地局ｅＮＢ１０－２の無線端末数検出部２
２２は、無線基地局ｅＮＢ１０－２に接続し、且つ、無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定
範囲内に存在する無線端末ＵＥ３０－２の数を検出する。
【００６２】
　ステップＳ１０７において、無線基地局ｅＮＢ１０－２の他局消費電力レベル変更部２
２３は、ステップＳ１０６において検出された無線端末ＵＥ３０－２の数（検出無線端末
数）が予め定められた閾値以上であるか否かを判定する。
【００６３】
　検出無線端末数が閾値未満である場合には、一連の動作が終了する。一方、検出無線端
末数が閾値以上である場合には、ステップＳ１０８において、無線基地局ｅＮＢ１０－２
の他局消費電力レベル変更部２２３は、無線基地局ｅＮＢ１０－１からの消費電力レベル
情報メッセージによって示される、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルが、最大
のレベルであるか否かを判定する。
【００６４】
　無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルが最大のレベルである場合には、一連の動
作を終了する。一方、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルが最大のレベルでない
場合には、ステップＳ１０９において、無線基地局ｅＮＢ１０－２の他局消費電力レベル
変更部２２３は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを上昇させるように変更す
る。
【００６５】
　ステップＳ１１０において、Ｘ２インタフェース通信部２４０は、無線基地局ｅＮＢ１
０－１の上昇後の消費電力レベルを示す、消費電力レベル指示情報メッセージを、Ｘ２イ
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ンタフェースを介して無線基地局ｅＮＢ１０－１へ送信する。無線基地局ｅＮＢ１０－１
のＸ２インタフェース通信部１４０は、消費電力レベル指示情報メッセージを受信する。
【００６６】
　ステップＳ１１１において、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベル設定部１２１
は、消費電力レベルを、入力された消費電力レベル指示情報メッセージで示される消費電
力レベルに上昇させる。
【００６７】
　ステップＳ１１２において、無線基地局ｅＮＢ１０－１の電源制御部１２２は、電源を
制御することにより、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力を、消費電力レベル設定部１
２１により設定された上昇後の消費電力レベルに制御する。
【００６８】
　（５）作用・効果
　以上説明したように、本実施形態によれば、無線基地局ｅＮＢ１０－１は、自局である
無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを複数段階のレベルの何れか設定し、当該消
費電力レベルを示す消費電力レベル情報メッセージを、無線基地局ｅＮＢ１０－２へ送信
する。一方、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、消費電力レベル情報メッセージを受信し、記
憶する。
【００６９】
　無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力が複数段階のレベルに設定されることにより、当
該無線基地局ｅＮＢ１０－１の動作時において単に電源をオンにする場合と比較して、消
費電力を段階的に抑制することができ、効率的な無線基地局ｅＮＢ１０－１の電源制御が
可能となる。また、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力
のレベルを認識し、当該無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力のレベルに基づいて、自局
の消費電力を適切に制御することが可能となり、効率的な無線基地局ｅＮＢ１０－２の消
費電力制御が可能となる。
【００７０】
　また、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－２に接続し、
且つ、無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定範囲内に存在する無線端末ＵＥ３０－２の数に
応じて、無線基地局ｅＮＢ１０－１の消費電力レベルを上昇させ、無線基地局ｅＮＢ１０
－１の上昇後の消費電力レベルを示す、消費電力レベル指示情報メッセージを無線基地局
ｅＮＢ１０－１へ送信する。一方、無線基地局ｅＮＢ１０－１は、消費電力レベル指示情
報メッセージによって示される消費電力レベルに、自局の消費電力レベルを上昇させる。
【００７１】
　これにより、無線基地局ｅＮＢ１０－１は、無線基地局ｅＮＢ１０－２に接続し、且つ
、無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定範囲内に存在する無線端末ＵＥ３０－２の数、換言
すれば、無線基地局ｅＮＢ１０－１に接続する可能性の高い無線端末ＵＥ３０－２の数に
応じて、消費電力を段階的に制御することができ、効率的な無線基地局ｅＮＢ１０－１の
電源制御が可能となる。
【００７２】
　（６）その他の実施形態
　上記のように、本発明は実施形態によって記載したが、この開示の一部をなす論述及び
図面はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様
々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【００７３】
　上述した実施形態では、無線基地局ｅＮＢ１０－２は、メジャメントレポートに基づい
て、自局である無線基地局ｅＮＢ１０－２に接続し、且つ、無線基地局ｅＮＢ１０－１か
ら所定範囲内に存在する無線端末ＵＥ３０－２の数を検出した。しかし、無線基地局ｅＮ
Ｂ１０－２は、無線端末ＵＥの一を管理する位置管理サーバ（Ｅ－ＳＬＭＣ）（3GPP TS3
6.305参照）や無線端末ＵＥ３０－２から当該無線端末ＵＥ３０－２の位置情報を取得し
、当該位置情報に基づいて、無線端末ＵＥ３０－２が無線基地局ｅＮＢ１０－１から所定
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範囲内に存在するか否かを判定し、その判定結果から無線端末ＵＥ３０－２の数を検出し
てもよい。
【００７４】
　また、上述した実施形態では、ＬＴＥシステムについて説明したが、ＷｉＭＡＸ（ＩＥ
ＥＥ ８０２．１６）に基づく無線通信システム等、他の無線通信システムに対して本発
明を適用してもよい。
【００７５】
　このように本発明は、ここでは記載していない様々な実施形態等を包含するということ
を理解すべきである。したがって、本発明はこの開示から妥当な特許請求の範囲の発明特
定事項によってのみ限定されるものである。
【符号の説明】
【００７６】
　ＵＥ３０－１、ＵＥ３０－２…無線端末、ｅＮＢ１０－１、ｅＮＢ１０－２…無線基地
局、１…無線通信システム、１０１、２０１…アンテナ、１１０、２１０…無線通信部、
１２０、２３０…制御部、１２１…消費電力レベル設定部、１２２、２２１…電源制御部
、２２２…無線端末数検出部、２２３…他局消費電力レベル変更部、１４０、２４０…Ｘ
２インタフェース通信部

【図１】 【図２】
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【図５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

